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谷口森俊＊ 鹿児島湾々奥の海藻群落
Moritosi T ANIGUTI : The marine algal communities along the 
most inner-part of Kagoshima Bay 
鹿児島湾のもっとも湾奥の海岸にもヒトエグサーカヤモノリ群集が顕著に分布するかど






ち潮間帯ではまずヒトエグサが潮位 70cm から 30cm の間に着生して見られる。 そのうち
潮位 60cm から 40cm では特に顕著である。 ヒラアオノリとシワノカワは潮位 60cm 以 下
に着生して見られる。カヤモノリは潮位 50cm より下に着生して見られる。 とれ
’
らに混じ










エグサ（5）， ヒラアオノリ（4）， フクロフノリ（2）， イロロ（＋〉， カヤモノリ（4）， ヒラアオノリ
(51が認められた。つまり潮間帯では上下にヒトヱグサ帯とカヤモノリ帯が明瞭な帯状分布
を形成していた。やはりヒトヱグサーカヤモノリ群集の分布領域であることが明らかとな
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The intertidal communities of marine algae along the most innerpart of Kagoshi司
ma bay was studied. As the results of the investigations, Mo同盟stroma nitidum­
Scytosiphon lomentria association was found. 
And there was recognized the marine algae, such as Enteromorρ加 compressa,
Petrosρongium rugosum, Graci/aria verrucosa, Ulva pertusa, Hydroclathrus clath­
ratus, etc. in the association. 
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